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和文抄録
		が書き残した印刷文献については､ 1950年代になってから本格的な調査が行
なわれ､ 1962年にイギリスにおいて出版された 『 					』 にお




1 . フロレンス・ナイチンゲール 2 . 解説著作目録 3 . 邦訳文献
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作目録) がなかったら､ ナイチンゲール思想研究は今日あるようには進まなかったに違いない｡ 本書
は1962年に出版されたが､ 本書によってナイチンゲールの手になる膨大な著作の全貌がその姿を現し
たのである｡ 本書はナイチンゲール研究､ とりわけ彼女の思想を研究する者にとって､ 宝の書籍であ
ると同時に､ 必読書でもある｡
ところが不思議なことに､ 本書の存在はわが国のみならず､ 世界の看護界においても未だほとんど
知られることなく経過した感がある｡ そこで､ 本稿においてその内容を紹介すると共に､ 現時点にお
けるわが国のナイチンゲール思想研究に及ぼした､ 本書の貢献について考察することにする｡








ともいうべき貴重な 1 冊であった｡ 
氏はイギリスに散在するナイチンゲールの手になるほと
んど全ての著作を入手し､ それらを分類し､ 解説し､ まとめていたからである｡ 本書がわが国のナイ
チンゲール思想研究に及ぼした影響は計り知れない｡






の ｢まえがき｣ と ｢序文｣ の部分を翻訳することとした｡ これにより､ 本書が編纂される過程と本書
出版の意義､ さらには､ 本書の構成や性格を理解することができるはずである｡
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｢今の時代こそ､ 看護専門職である指導者たちは (さらには､ 他の医療専門職の指導者たちも)､ 伝
記作家による伝記ではなく､ ナイチンゲール女史自身が書いた著作に接するべきである｡ 手始めに､
1893年にシカゴで開かれた有名な万国博覧会の看護分科会に寄稿した彼女の論文から読み始めてもよ




じている｡ さらに 『時代社会の固定観念にとらわれてはならない｡』 とか､ 『われわれはまだ､ 看護の




であった｡ 彼女は今も依然として 伝説の人である―しかし､ それは全て誤まった理由による｡｣







している｡ そしてこのプロジェクトは､ 国際看護師協会 () とフロレンス・ナイチンゲール国
際基金 () によって着手され､ また支援されたものである｡
これらの研究の最初の成果が､ この					(フロレンス・ナ




この手紙は !" 年 #月の学会誌に記載された｡
氏の1961年 7 月の早すぎる死によって､ このプロジェクトに対して熱心であった研究者や､
	











幸運であったといえよう｡ 彼女は､ プロジェクトそのものに精通していたばかりではなく､ 
氏の仕事の方法にも通じていたのである｡ 女史はこの著作目録を完成まで導いた｡ 彼女は有
能で､ この困難な作業をよく理解し､ 作業遂行の過程では､ 実に謙虚であった｡ このことに私たちは
感謝の意を表するものである｡
私たちは心からの謝意を下記の方々に贈りたい｡ それはウェルカム医学史図書館司書の 		










		と 			は､ この研究論文の第一版である､ 完成版の  !"#
!!(フロレンス・ナイチンゲールの解説著作目録) を紹介することに大きな誇りを抱いて














みた､ 初めてのものである｡ その並はずれて多忙な生涯にあって､ ナイチンゲール女史は多くの著作
や冊子､ 雑誌記事､ 覚え書などを著した｡ 彼女が取り上げたテーマは多彩で､ よく知られている看護
に関するものだけでなく､ 陸軍の健康と衛生､ 病院組織と統計､ インドの領土改革､ 社会学､ 宗教と
哲学､ さらには正しい鳥の飼い方といった領域にまで及んでいる｡ 彼女は改革運動の先頭に立ってい
たが､ 当時最も権力ある政治家や政府高官たちと親しく付き合っていた｡ 彼らを通して､ 彼女は改革
へのプランを練り上げることができたのである｡ それは彼女の手によって注釈の付けられた膨大な数
の公文書が示す通りである｡ 彼女は自室に居ながらにして､ 陸軍の改革､ インドにおける衛生問題の
改革､ 及び救貧院と救貧法執行に関する政府の白書を編集し､ 校正し､ 投稿も行なっている｡ こうし
たことのすべてに加え､ 彼女は自らの信念に従い､ それらに基づいて､ 他の人々の著作に対しても､
前書きや序文を多く寄稿している｡
印刷されたとはいえ､ これらの文献の多くは､ 必ずしも広範囲にわたって公開しようとして書かれ




の中や､ ウェルカム図書館､ 聖トマス病院､ クレイドンハウスなどにおける常設コレクションの中に
見出されるのみである｡ また政府公文書への寄稿文も､ 大英博物館やインド省図書館の暗い奥まった







とであり､ 同時に､ どのような特定の文献であっても､ 読者が興味をもったものは必ず探し出し､ 閲
覧を可能にすることにある｡
この著作目録は､ 	卿のきわめて広範囲におよぶ ｢フロレンス・ナイチンゲールの印
刷文献一覧｣ を基にしている｡ ちなみにこの一覧は､ 彼の優れた著作である 『フロレンス・ナイチン
ゲールの生涯』 第二巻の末尾 (






追加しておいた｡ 一方で､ 卿は原稿の存在を見つけ､ 何らかの理由でそれらが出版されたであ
ろうと思われる類のかなり多くの著作を､ 彼が作成した文献一覧の中に含めている｡ こういった作品
が後に出版物として確認されていない場合は､ 本書では ｢その他の作品｣ として最後の第 9章に表記
しておいた｡
本書における長文にわたる解題は､ それらの作品が書かれた背景について解説したものである｡ す
なわち､ ナイチンゲールの著作が書かれた経緯､ また内容についての簡単な紹介､ そして世界におけ
るそれらの著作の評価､ などがその内容となっている｡





間を通じて､ また1910年に没した後にも書かれてきた｡ これらの書物のほとんどは､ 二次的または派
生的なものであり､ 今回の調査によって作成された本目録に載せる価値は小さいとみてよいだろう｡
この著作目録には､ 以下の項目に照らして選別されたものが含まれている｡
1 . フロレンス・ナイチンゲールと同時代に書かれた彼女に関する著作で､ ナイチンゲール伝説を
塗り替えることに寄与した作品｡
2 . 特にクリミア時代を中心として､ 彼女の生涯と業績がわかるように､ その根拠が提示されてい
る同時代の日記や史書｡
3 . 独自の調査によって裏付けられた重要な伝記と､ その外国語翻訳本｡











『 』 では､ 150編のナイチンゲール文献がその内容に
よって 9つのグループに分類されており､ それぞれが独立した章を構成している｡ 各章に配置されて





























第 4章："'*$(：病院 (	98～105) －合計8編
第 5章：$&：統計学 (	106～108) －合計3編
第 6章：'&'('%：社会学 (	109～117) －合計9編
第 7章：!#!'$+#：回顧録と献辞 (	118～125) －合計8編
第 8章：#('$*"(''*"%：宗教と哲学 (	126～129) －合計4編
第 9章：!&#(($#'',：種々雑多な記事 (	130～150) －合計21編
最も文献数が多いものは､ 第 1章の看護について (47編) であるが､ この中にはナイチンゲールが､
ナイチンゲール看護学校の在校生や卒業生に送ったメッセージ (講演録) なども含まれており､ 必ず
しも全てが論文に相当するものではない｡ また､ 同じ ｢ 1 編｣ に数えられるにしても､ 長文のものか





ここで､ 我が国におけるナイチンゲール文献の邦訳状況を､ 『$ ++-.) 
』 150編の構成に沿って見てみよう｡
以下､ 邦訳されている文献について､ 原文タイトルに続いて日本語タイトルを記し､ 邦訳の出典を















































































































































































































































































































































































































































  1878 
































1892 綜合看護 1987!22(1)29"44 
Ⅳ. 考察：『A Bio-Bibliography of Florence Nightingale』 が､
日本のナイチンゲール思想研究に及ぼした影響について
生きながらにして伝説化されたナイチンゲールの姿は､ 多くの伝記を通して日本の国民にも紹介さ




何人かの日本人が訪れ､ 面会したとの記録もある｡ 3その代表的人物は､ 津田塾大学を創設した津田





て､ 帰国した人々から伝えられ､ 評価されていったようである｡ さらにクリミア戦争時におけるナイ
チンゲールの活躍が､ 第一次～第二次世界大戦を通して､ 従軍看護師の価値を高め､ 社会における指
導層の女性たちを鼓舞する形で結び付けられたことも事実である｡





1 シー・カルクス, 北山初太郎訳. フロレンス・ナイチンゲール. 秀英舎, 1890.
2 女子之友記者勁林園主人編. ナイチンゲール. 西洋傑婦伝第二編. 東洋社, 1901.
3 長門谷洋治. ナイチンゲールに会った日本人. 看護教育, 1969!10(12)：60‐64.
れることはなかった｡ わが国でナイチンゲール思想が明らかになるのは､ 1967～8年に､ 初版本の
『看護覚え書』 が 『季刊・綜合看護』 誌上に翻訳連載され､ さらにそれが単行書として刊行4されて




さて､ ナイチンゲールの文献目録を最初に公開したのは､ 	卿である｡ 彼はナイチン







』 (1954年) には､ 9 編の 看護についての文献が掲載されている｡ 本書が日本の編集








浮かび上がってきた｡ 彼女はこれまで世に伝えられてきたような､ 単なる優れた看護師ではなく､ 時




しての中に見出すことができる｡ ナイチンゲールが思考によって導き出し､ 措定した看護の原理､ あ
るいは看護の理念は､ 時代と国を超えて継承される価値があり､ 世界の看護師に与えた影響は計り知
れない｡ この見方を可能にしたのは､ 『





4 ① 小玉香津子訳!看護覚え書 (連載11回). 綜合看護, 1967"2(3)～1968"3(2).














表 1 から､ 邦訳の全体像は容易に把握できる｡
日本の看護学界は､ やはり圧倒的に第 1グループの 看護についての文献の邦訳に努めてきたこ
とがわかる｡ しかし 『 	

		』 には､ ナイチンゲールが書い
た講演録 (書簡) が14編も含まれており､ それらを翻訳した書籍は 6点もあることから､ それだけで
邦訳文献数は相当数を数えることになる｡ また世界的名著である 『看護覚え書』 の評価は高く､ 初版
本・増補改定版の翻訳に取り組んだ出版社もまた多い｡ 同一のタイトルでありながら､ 邦訳文献数は
8編にも及んでいることがこれを物語っている｡ このようにみてくると､ 第 1 グループの計71編のう
ち56編が 『講演録』 と 『看護覚え書』 の邦訳で占められているのである｡ さらにナイチンゲールの看
護思想を探るには､ 残りの15編にも着目する必要があろう｡
















第 1章 (47編) 25編 1 編 45編
第 2章 (11編) 1 編 1 編 3 編
第 3章 (39編) 1 編 0 0
第 4 章 ( 8 編) 1 編 2 編 0
第 5 章 ( 3 編) 0 0 0
第 6 章 ( 9 編) 1 編 1 編 3 編
第 7章 ( 8 編) 1 編 0 0
第 8 章 ( 4 編) 1 編 0 0
第 9 章 (21編) 1 編 1 編 3 編
合計 150編 合計 32編 合計 6編 合計 54編
日本人によるナイチンゲール思想研究の厚みを可能にし､ 彼女を思想家として位置づけることに成功
した大きな要因であると言えるだろう｡
さらに一言追加しておく｡ 第 5グループの統計学の分野の邦訳はゼロと出ているが､ 統計学の内容
は第 4グループの病院についての文献と重複するところが多く､ ナイチンゲールの統計学における才
能は､ 第 4 グループの文献の邦訳によって明らかにされていることから､ ナイチンゲールの統計と
病院として括ることができるので､ これをもって欠落と指摘するには当たらない｡
結論として､ 日本においてナイチンゲールの著作の全体を体系的に把握しようとしたばあい､ まず
は 『ナイチンゲール著作集 (全三巻)』 を中心にして読み進み､ 著作集の中には加えられていない領
域の論文を視野に入れて思考を進めれば､ ナイチンゲールの看護思想の真髄を探り当てることができ
るはずである｡
日本におけるナイチンゲール著作文献の解読は､ 現時点で一応の完成をみたと言えるが､ 未だ手付
かずの研究分野もあり､ 今後は次なる思索の段階に向けて､ 新たな研究の扉が開かれることを望むも
のである｡ このばあい､ 『	

		』 は､ 確かな道標の役割を果
たすであろう｡
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追記
本研究は､ 東京有明医療大学・看護学科研究助成金による研究の成果である｡ 本大学紀要第1号に
寄稿できたことは､ 望外の喜びである｡
『	

		』 の意義
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